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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第69期

第２四半期連結
累計期間

第70期
第２四半期連結

累計期間
第69期

会計期間

自平成27年
６月１日
至平成27年
11月30日

自平成28年
６月１日
至平成28年
11月30日

自平成27年
６月１日
至平成28年
５月31日

売上高 （千円） 24,881,662 23,900,568 58,099,863

経常利益 （千円） 546,961 351,456 2,281,479

親会社株主に帰属する四半期（当期）純

利益
（千円） 354,200 237,673 1,465,688

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 351,587 395,086 1,049,517

純資産額 （千円） 15,629,584 16,405,021 16,198,050

総資産額 （千円） 33,055,465 33,179,858 43,186,978

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 30.16 20.24 124.83

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.3 49.4 37.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △1,183,988 △1,224,937 2,342,327

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △72,375 △61,462 △208,241

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,559,426 1,226,288 △607,281

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（千円） 2,668,126 3,831,756 3,891,868

 

回次
第69期

第２四半期連結
会計期間

第70期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成27年
９月１日
至平成27年
11月30日

自平成28年
９月１日
至平成28年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.09 1.04

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成28年６月１日～平成28年11月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の

改善や円安に伴う輸出関連企業の収益かさ上げ期待などの好材料があるものの、中国の景気減速懸念、また、日本

銀行が掲げる２％の物価安定目標の達成は実現に至らないなど、景気の回復は足踏み状態が続いております。

国内農業の状況は、少子高齢化による食料消費の減少や農家の後継者不足等の従前からの課題に加え、農業に多

大な影響を及ぼすと想定されるＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）については、トランプ次期米国大統領が

離脱を表明するなど、不透明感が高まっております。

このような状況のなか当社グループの業績は、農材事業や種苗事業が順調だったものの、施設材事業がこれまで

大きく伸長した反動などから低調に終わり、前年同期と比べ後退いたしました。

売上高239億円で前年同四半期比９億81百万円（3.9％）の減収となり、利益面でも営業利益３億15百万円で前年

同四半期比１億75百万円（35.8％）減、経常利益３億51百万円で前年同四半期比１億95百万円（35.7％）減、親会

社株主に帰属する四半期純利益２億37百万円で前年同四半期比１億16百万円（32.9％）減となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

種苗事業

種苗事業においては、野菜種子関係でカボチャの輸出やレタスの国内販売が伸長したことや、緑化工事用種苗の

販売が増加し、売上高34億22百万円で前年同四半期比1.6％の増収となり、利益面においても、セグメント利益は

４億29百万円で前年同四半期比5.6％増となりました。

 

花き事業

花き事業においては、家庭園芸資材の需要低迷などにより、売上高34億８百万円で前年同四半期比2.7％減収と

なりました。利益面においては、家庭菜園向けオリジナル野菜苗の販売増により採算性が向上したことや、販売費

及び一般管理費が減少したことから、セグメント損失66百万円（前年同四半期のセグメント損失は79百万円）で損

失は減少いたしました。

なお、当事業は春に需要期を迎えることに伴い、第４四半期に売上高及び利益が集中的に計上される傾向があり

ます。例年第３四半期まではセグメント利益はマイナスでありますが、通期では当該マイナスは解消されておりま

す。

 

農材事業

農材事業においては、除草剤の需要増や企画提案力を生かした営業展開で販売増となり、売上高106億59百万円

で前年同四半期比4.4％増となり、セグメント利益も１億60百万円で前年同四半期比78.2％増となりました。

 

施設材事業

施設材事業においては、前期、前々期と業績上積み要因となった雪害復旧需要が一巡したことから、売上高62億

97百万円で前年同四半期比18.3％減となり、セグメント利益も２億７百万円で前年同四半期比55.5％減となりまし

た。

 

造園事業

　売上高１億12百万円で前年同四半期比28.4％増となったものの、セグメント損失は４百万円（前年同四半期のセ

グメント損失は３百万円）と損失が拡大いたしました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

して60百万円減少し、38億31百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、12億24百万円(前年同四半期比3.5％増)となりました。

　これは主に、仕入債務の減少額117億92百万円が、売上債権の減少額93億76百万円及びたな卸資産の減少額12億

98百万円を上回ったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は、61百万円(前年同四半期比15.1％減)となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出64百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は、12億26百万円(前年同四半期比21.4％減)となりました。

　これは主に、営業活動により使用した資金を、短期借入金で調達したことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、291,118千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年１月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,772,626 11,772,626
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数　100株

計 11,772,626 11,772,626 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年９月１日～

平成28年11月30日
－ 11,772,626 － 1,491,267 － 1,751,682
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（６）【大株主の状況】

  平成28年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 株式会社あかぎ興業  群馬県前橋市日吉町2－11－21 593 5.04

 株式会社群馬銀行  群馬県前橋市元総社町194 490 4.16

 金子　昌弘  群馬県前橋市 469 3.98

 金子　才十郎  群馬県前橋市 341 2.89

 金子　信子　  群馬県前橋市 341 2.89

 株式会社東和銀行  群馬県前橋市本町2-12-6 310 2.64

 カネコ種苗従業員持株会  群馬県前橋市古市町1-50-12 294 2.50

 日本マスタートラスト信託銀行

 株式会社(信託口）
 東京都港区浜松町2－11－3 262 2.22

 金子　教子  群馬県前橋市 185 1.57

 グリーン興業株式会社  群馬県前橋市岩神町1-6-13 182 1.54

計 － 3,473 29.50

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　31,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,710,300 117,103 －

単元未満株式 普通株式　　 31,026 －  －

発行済株式総数 11,772,626 － －

総株主の議決権 － 117,103 －

 

②【自己株式等】

平成28年11月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

カネコ種苗株式会社
群馬県前橋市古市町

1-50-12
31,300 － 31,300 0.27

計 － 31,300 － 31,300 0.27

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年９月１日から平

成28年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年６月１日から平成28年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,225,368 4,165,256

受取手形及び売掛金 22,162,699 12,830,657

商品 7,254,228 5,852,845

その他 1,343,698 1,938,134

貸倒引当金 △76,747 △44,171

流動資産合計 34,909,248 24,742,723

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,196,523 4,196,523

その他（純額） 1,714,512 1,731,191

有形固定資産合計 5,911,036 5,927,715

無形固定資産 55,534 40,243

投資その他の資産   

その他 2,323,724 2,488,132

貸倒引当金 △12,564 △18,956

投資その他の資産合計 2,311,159 2,469,175

固定資産合計 8,277,730 8,437,135

資産合計 43,186,978 33,179,858

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,501,299 11,233,737

短期借入金 935,000 2,395,000

未払法人税等 367,467 117,467

その他 1,274,069 1,118,147

流動負債合計 25,077,836 14,864,352

固定負債   

退職給付に係る負債 1,658,399 1,673,179

役員退職慰労引当金 127,075 111,850

その他 125,617 125,454

固定負債合計 1,911,091 1,910,484

負債合計 26,988,928 16,774,836

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,491,267 1,491,267

資本剰余金 1,765,221 1,765,221

利益剰余金 12,835,421 12,885,231

自己株式 △20,984 △21,236

株主資本合計 16,070,925 16,120,483

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 518,337 653,308

退職給付に係る調整累計額 △391,212 △368,770

その他の包括利益累計額合計 127,125 284,538

純資産合計 16,198,050 16,405,021

負債純資産合計 43,186,978 33,179,858
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

売上高 24,881,662 23,900,568

売上原価 20,988,508 20,167,231

売上総利益 3,893,153 3,733,336

販売費及び一般管理費 ※１ 3,401,418 ※１ 3,417,585

営業利益 491,735 315,751

営業外収益   

受取配当金 18,526 16,371

受取家賃 30,707 29,094

その他 18,502 8,484

営業外収益合計 67,736 53,950

営業外費用   

支払利息 12,505 9,833

為替差損 - 8,412

その他 6 -

営業外費用合計 12,511 18,245

経常利益 546,961 351,456

特別損失   

投資有価証券評価損 2,772 -

固定資産処分損 2,866 17

特別損失合計 5,638 17

税金等調整前四半期純利益 541,322 351,439

法人税等 187,122 113,765

四半期純利益 354,200 237,673

親会社株主に帰属する四半期純利益 354,200 237,673
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

四半期純利益 354,200 237,673

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △6,260 134,971

退職給付に係る調整額 3,648 22,441

その他の包括利益合計 △2,612 157,413

四半期包括利益 351,587 395,086

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 351,587 395,086
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 541,322 351,439

減価償却費 106,003 102,870

売上債権の増減額（△は増加） 10,663,171 9,376,254

たな卸資産の増減額（△は増加） 971,038 1,298,394

仕入債務の増減額（△は減少） △12,706,821 △11,792,158

その他 △293,703 △239,300

小計 △718,989 △902,500

法人税等の支払額 △469,671 △328,192

その他 4,672 5,755

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,183,988 △1,224,937

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △86,935 △64,888

その他 14,559 3,426

投資活動によるキャッシュ・フロー △72,375 △61,462

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,730,000 1,460,000

配当金の支払額 △163,813 △181,558

その他 △6,760 △52,153

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,559,426 1,226,288

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 303,062 △60,112

現金及び現金同等物の期首残高 2,365,064 3,891,868

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,668,126 ※ 3,831,756
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　(1)連結の範囲の重要な変更

　　　該当事項はありません。

 

　 (2)持分法適用の範囲の重要な変更

　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日

　　至 平成27年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日

　　至 平成28年11月30日）

従業員給与及び手当 977,171千円 990,451千円

従業員賞与 339,399 340,299

退職給付費用 103,552 118,894

役員退職慰労引当金繰入額 7,200 6,300

 

　２　業績の季節的変動

　当社グループの業績は、第４四半期において、他の四半期と比較して売上高・利益ともに増加する傾向に

あります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日

至　平成27年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成28年11月30日）

現金及び預金勘定 3,001,626千円 4,165,256千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △333,500 △333,500

現金及び現金同等物 2,668,126 3,831,756

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成27年６月１日　至平成27年11月30日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月28日

定時株主総会
普通株式 164,394 14  平成27年５月31日  平成27年８月31日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月５日

取締役会
普通株式 129,158 11  平成27年11月30日  平成28年２月15日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成28年６月１日　至平成28年11月30日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月30日

定時株主総会
普通株式 187,862 16  平成28年５月31日  平成28年８月31日 利益剰余金

（注）平成28年８月30日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、平成28年５月に東京証券取引所市場第一部に

指定されたことによる記念配当２円を含んでおります。

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年１月６日

取締役会
普通株式 129,153 11  平成28年11月30日  平成29年２月13日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

カネコ種苗株式会社(E00004)

四半期報告書

13/17



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成27年６月１日 至平成27年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 
種苗
事業

花き
事業

農材
事業

施設材
事業

造園
事業

合計

売上高       

外部顧客への売上高 3,369,725 3,503,665 10,210,187 7,710,747 87,338 24,881,662

セグメント間の内部売上高
又は振替高

17,820 438 644 1,645 － 20,547

計 3,387,545 3,504,103 10,210,831 7,712,392 87,338 24,902,209

セグメント利益又は損失（△） 406,208 △79,657 90,226 466,079 △3,945 878,911

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 878,911

全社費用（注） △387,176

四半期連結損益計算書の営業利益 491,735

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成28年６月１日 至平成28年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 
種苗
事業

花き
事業

農材
事業

施設材
事業

造園
事業

合計

売上高       

外部顧客への売上高 3,422,872 3,408,617 10,659,379 6,297,578 112,122 23,900,568

セグメント間の内部売上高
又は振替高

16,313 55 953 1,472 - 18,793

計 3,439,185 3,408,672 10,660,332 6,299,050 112,122 23,919,361

セグメント利益又は損失（△） 429,070 △66,719 160,818 207,625 △4,719 726,075

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 726,075

全社費用（注） △410,324

四半期連結損益計算書の営業利益 315,751

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成28年11月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成28年11月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成28年11月30日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　当第２四半期連結会計期間（自平成28年９月１日　至平成28年11月30日）

　　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日
至 平成27年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日
至 平成28年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 30円16銭 20円24銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
354,200 237,673

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
354,200 237,673

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,742 11,741

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成29年１月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 （イ）配当金の総額 ………………………………………… 129,153千円

 （ロ）１株当たりの金額 …………………………………… 11円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 …………… 平成29年２月13日

（注）平成28年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年１月11日

カネコ種苗株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 栗原　 学 　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 今西　恭子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネコ種苗株式

会社の平成28年６月１日から平成29年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年９月１日から平

成28年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年６月１日から平成28年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カネコ種苗株式会社及び連結子会社の平成28年11月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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